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ののの

区区区
長長長
会会会
長長長

瑞瑞瑞
浪浪浪
地地地
区区区

稲稲稲

津津津

町町町

土土土
岐岐岐
地地地
区区区

釜釜釜

戸戸戸

町町町

���������
４
月
19
日
、
市
の
連
合
区
長
会
が

開
か
れ
、
今
年
度
の
連
合
区
長
会
長

に
、
正
木
路
雄
さ
ん

(

陶
町)

が
、

副
会
長
に
は
古
田
敏
文
さ
ん

(

土
岐

町)

と
加
知
弘
至
さ
ん

(

稲
津
町)

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
地
区

山

本

治

土
岐
地
区

古

田

敏

文

稲
津
町

加

知

弘

至

釜
戸
町

森

川

浩

大
湫
町

安

藤

秋

義

日
吉
町

三

浦

憲

次

明
世
地
区

小

栗

敏

雄

陶

町

正

木

路

雄

○

上

山

田

加

藤

圀

博

○

下

山

田

有

賀

千

昭

○

下
山
田
団
地

岩

井

金

夫

○

新

山

田

河

村

和

夫

○

明

賀

台

安

藤

公

覇

○

上
小
田
北

成

瀬

文

彦

○

上
小
田
南

柴

田

不
二
夫

○

大
法
原
団
地

林

稔

○

下

小

田

林

克

彦

○

小
田
事
業
団

伊

藤

秀

幸

○

ひ
ば
り�
丘

遠

藤

祥

司

○

上

一

色

安

藤

三
千
穂

○

下

一

色

安

藤

千

文

○

南

上

野

小

栗

俊

作

○

北

上

野

小
木
曽

勝

郎

○

高

月

渡

辺

靖

治

○

宮

前

上

田

舜

一

○

河

南

三

宅

満

郎

○

河

塚

内

田

信

彦

○

河

東

森

本

敏

之

○

河

北

澤

田

茂

正

○

水

の

木

金

子

良

雄

○

朝

日

町

金

指

明

弘

○

上

本

町

永

江

義

幸

○

西

本

町

渡

辺

渡

○

浪

花

山

本

治

○

中

組

西

尾

勝

美

○

竜

門

長
谷
川

洋

次

○

公

園

河

合

義

之

○

山
の
田
１
号

加

納

盛

正

○

山
の
田
２
号

樫

本

圭

吾

○

産

郷

水

野

勲

○

中

屋

敷

正

村

和

彦

○

五

郷

小

島

政

利

○

三

角

楓

彰

○

神

戸

大

島

勉

○

下

小

里

福

岡

光

義

○

羽

広

和

田

達

夫

○

須

之

宮

井

戸

海

人

○

釜

糠

永

井

進

作

○

川

折

渡

辺

均

○

桜�
丘

佐

藤

留

吉

○

棚

田

山

安

藤

伸

啓

○

河

原

加

納

政

信

○

小

井

戸

西

尾

健

三

○

水

洗

柘

植

正

○

中

洞

加

納

義

彦

○

上

平

勝

謙
太
郎

○

大

牧

工

藤

重

樹

○

斧

池

加

納

正

則

○

学

園

清

水

茂

晴

こ
の
一
年
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
の
間
に
あ
っ
て
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
各
地
区

(

町)

の

区
長
さ
ん
に
次
の
み
な
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
１
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

敬
称
略)

○

宿

石

川

正�
○

公
文
垣
内

梅

村

正

靖

○

公
文
団
地

森

本

美

之

○

中

切

深

萓

勝

○

町

屋

加

藤

弘

○

西

大

島

度

会

勲

○

中

大

島

足

立

和

介

○

竜
吟
団
地

古

谷

秀

弘

○

東

大

島

度

会

敬

教

○

上

平

水

野�
平

○

神

徳

二

村

秋

一

○

川

戸

土

本

豊

彦

○

栄

町

安

保

征

示

○

一
日
市
場

鈴

木

茂

喜

○

県
職
員
住
宅

澤

木

宏

充

○

清

水

斉

藤

栄

次

○

木

暮

大

塚

和

好

○

鶴

城

加

藤

弘

恭

○

鶴
城
団
地

勝

股

茂

○

名

滝

大

塚

勝

○

名
滝
団
地

中

村

重

光

○

奥

名

兼

松

伸

兒

○

下

沢

大

塚

富

也

○

庄�
洞

土

屋

重

義

○

桜

堂

伊

藤

弘

三

○

市

原

山

田

昭

平

○

益

見

土

屋

敏

彦

○

大

久

手

小

栗

孝

○

仲�
平

浅

野

正

雄

○

大

草

中

尾

保

幸
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渡辺 真さん田中久雄さん
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選選選

田田田
中中中
久久久
雄雄雄
さささ
んんん
ががが
委委委
員員員
長長長
ににに
就就就
任任任

�����������選
挙
管
理
委
員

日日日

吉吉吉

町町町

大大大

湫湫湫

町町町

陶陶陶

町町町

明明明
世世世
地地地
区区区

区区 ((町町内内会会)) ななどどのの
自自治治会会にに加加入入ししままししょょうう

コミュニティ活動の元気さが､ その地域
の活性化の源です｡ お祭りなど独自の活動
のほかに､ 行政とともに解決していかなく
てはならない地域の課題も多くあります｡
ぜひ地元自治組織に加入し､ 地域づくり
にご参加ください｡
問い合わせ＝総務課 �内線322・323

��������

○

下

山

町

正

木

雪

雄

○

宮

町

薮

崎

政

幸

○

西

町

伊

藤

孝
司
郎

○

学
校
前
町

太

田

正

○

あ
け
ぼ
の
台

石

神

修

○

事

業

団

大

嶋

恵

一

◎

水

上

木

下

正

幸

○

水
上
１
号

三

宅

忠

雄

○

水
上
２
号

加

藤

次

郎

○

水
上
３
号

川

村

隆
二
郎

○

水
上
４
号

水

野

朗

○

水
上
５
号

西

尾

勝

◎

大

川

水

野

政

彦

○

大
川
１
号

中

島

史

明

○

大
川
２
号

水

野

省

孝

○

大
川
３
号

加

藤

一

○

大
川
４
号
１

安

藤

律

夫

○

大
川
４
号
２

水

野

義

之

○

大
川
５
号

鈴

木

満

雄

○

大
川
６
号

服

部

政

二

○

大
川
７
号

丹

羽

鎮

夫

○

論

栃

伊

藤

敏

彦

○

下

切

足

立

徳

○

上

切

足

立

秋

雄

○

大

細

板

頭

忠

實

○

エ
ス
ポ
ラ
ン

長

尾

浩

造

○

平

山

足

立

雄

三

○

足

又

赤

岩

紀

○

西

渡

辺

栄

二

○

北

川

本

了

生

○

神

田

渡

辺

健

蔵

田
中

久
雄

明
世
町

伊
藤
安
佐
子

陶

町

井
箟

康
之

稲
津
町

鈴
木

俊
雄

土
岐
町

田
中
久
雄
さ
ん
が
委
員
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
は
４
名
、
任
期
は
４
年
で
す
。

３
月
24
日
開
催
の
瑞
浪
市
議
会

に
て
決
ま
っ
た
瑞
浪
市
選
挙
管
理
委

員
に
よ
り
、
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
、
新
た
に

４
月
２
日
に
告
示
さ
れ
た
岐
阜
県

議
会
議
員
選
挙
瑞
浪
市
選
挙
区
は
、

無
投
票
に
て
渡
辺
真
さ
ん
の
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
者
紹
介

住
所

土
岐
町
19
番
地
の
２

年
齢

57
歳

(
昭
和
17
年
生)

職
業

会
社
役
員

○

戸

狩

中

野

正

明

○

山

野

内

小

栗

敏

雄

○

月

吉

山

内

敬

造

◎

猿

爪

伊

藤

昭

三

○

東
町
１
丁
目

伊

藤

信

義

○

東
町
２
丁
目

鈴

木

久

夫

○

東
町
３
丁
目

藤

岡

幹

夫

○

細

久

手

水

野

勝

○

旭
町
１
丁
目

後

藤

昭

市

○

旭
町
２
丁
目

三

宅

八

郎

○

旭
町
３
丁
目

熊

田

鋭

一

○

旭
町
４
丁
目

景

山

明

夫

○

新
町
１
丁
目

松

原

賢

市

○

新
町
２
丁
目

中

村

寿

一

○

新
町
３
丁
目

伊

藤

利

長

○

新
町
４
丁
目

伊

藤

昇

○

本
町
１
丁
目

大

島

圭

介

○

本
町
２
丁
目

重

田

修

○

本
町
３
丁
目

伊

藤

賀

一

○

本
町
４
丁
目

中

村

久

男

○

本
町
５
丁
目

伊

藤

愃

介

○

本
町
６
丁
目

中

村

克

己

○

元
町
１
丁
目

稲

葉

助

國

○

元
町
２
丁
目

村

瀬

忠

正

○

元
町
３
丁
目

曽

根

昭

太

○

梨
根
１
丁
目

大

原

利

之

○

梨
根
２
丁
目

市

川

純

一

○

本

郷

三

浦

憲

次

○

常

柄

小

栗

千

歳

○

白

倉

小

栗

一

夫

○

南

垣

外

知

原

昭

雄

○

宿

長
谷
川

一

元

○

半

原

宮

地

戡

一

○

宿

洞

板

垣

秋

英

○

三
和
之
郷

山

内

義

信

○

北

野

伊

藤

和

明

○

深

沢

渡

辺

啓

三

○

細

久

手

中

林

一

廣

○

田

高

戸

小

栗

尋

仁

○

平

岩

酒

井

孝

行

○

松

野

翠

川

政

弘
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◎防災行政無線(屋外放送)は､ 窓を開けるか､ 外へ出て聴いてください｡

５月の夕方６時の音楽は
｢みかんの花咲く丘｣ です｡

｢みかんの花が 咲いている 思い出の道
丘の道 はるかに見える 青い海

お船がとおく かすんでる｣
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森 浩輔
こうすけ

くん (２歳)

曽我 友里菜
ゆ り な

さん (３歳)

竜竜竜
吟吟吟
峡峡峡
ウウウ
ォォォ
ーーー
キキキ
ンンン
グググ
コココ
ーーー
ススス
完完完
成成成

里
山
の
自
然
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

▲落差16�の一の滝
＊

＊

＊

＊

＊

���������

◎
世
界
一
の
茶
つ
ぼ
完
成
茶
会

◆
期

日
＝
５
月
２
日�◆

場

所
＝
陶
町
大
川

◆
照
会
先

＝
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�
６
５－

２
１
１
１

◎
市
民
公
園

『

こ
い
の
ぼ
り
祭』

◆
期

日
＝
５
月
３
日�
〜
５
日�

◆
場

所
＝
市
民
公
園

◆
照
会
先
＝
文
化
施
設
課

�
６
８－

７
７
１
０

◎
ペ
ア
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
づ
く
り

◆
期

日
＝
５
月
５
日�
９
時
〜

◆
場

所
＝
瑞
浪
陶
磁
資
料
館

◆
受
講
料
＝
１
人

１
２
０
０
円

◆
定

員
＝
30
名

(

要
申
込)

◆
申
込
先
＝
瑞
浪
陶
磁
資
料
館

�
６
７－

２
５
０
６

◎
み
ず
な
み
文
化
芸
術
祭

◆
期

日
＝
５
月
29
日�
・
30�

◆
場

所
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
照
会
先
＝
生
涯
学
習
課

�
６
８－

５
２
８
１

(

東
海
自
然
歩
道)

へ
と
１
時
間
ほ

ど
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
平
成
９
〜
11

年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
森
林
空

間
総
合
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

☆
近
く
の
文
化
財

滝
の
入
口
対
岸
に
古
刹
天�
寺
あ

り
。
江
戸
時
代
に
釜
戸
村
を
治
め
た

旗
本
馬
場
氏
の
菩
提
寺
で
ハ
ナ
ノ
キ

の
山
門
や
馬
場
氏
累
代
の
墓
あ
り
。

◎
案
内
板

歩◯
竜
吟
峡
へ
は
Ｊ
Ｒ
釜
戸
駅
か
ら

西
に
徒
歩
10
分
、
国
道
19
号
線
沿
い

に
看
板
あ
り
。
山
歩
き
に
適
し
た
靴

と
服
装
。
ト
イ
レ
は
登
り
口
付
近
だ

け
な
の
で
要
注
意
。

車◯
駐
車
場

(

15
台
程
度)

。

食◯
五
平
餅
ほ
か
。

全
長
３
㎞
、
高
低
差
２
０
０�
、

道
幅
２�
、
一
部
古
道
を
利
用
し
た

本
格
的
な
里
山
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。

所
要
時
間
１
時
間
半
ほ
ど
の
周
回

コ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
、
道
は
不

動
川
沿
い
に
竜
吟
峡
七
つ
の
滝
が
連

な
る
渓
谷
コ
ー
ス
か
ら
、
尾
根
道
展

望
コ
ー
ス
へ
と
続
き
ま
す
。

途
中
休
息
所
が
二
カ
所
あ
り
、
昔

水
晶
が
取
れ
た
と
い
う
水
晶
山

(

標

高
４
６
６�)
か
ら
は
釜
戸
町
が
一

望
で
き
ま
す
。
渓
谷
沿
い
に
点
在
す

る
石
仏
群
、
石
畳
の
道
や
木
洩
れ
日

の
道
を
ぬ
け
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳

を
か
た
む
け
な
が
ら
、
新
緑
の
季
節
、

里
山
の
散
策
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
足
を
伸
ば
せ
ば
、

竜
吟
湖
、
中
山
道
琵
琶
峠
・
大
湫
宿



美濃のやきもの㊨◯

上
うわ

絵
え

花
か

文
もん

鉢
ばち

企画展

瑞浪陶芸協会作品展
期 間 ５月��日�まで
場 所 瑞浪陶磁資料館(���-����)

▼作品 ｢天地｣

５

春春春春春
ののののの
祭祭祭祭祭
礼礼礼礼礼����� ����� ����� ����� �����

『『『

美美美
濃濃濃
源源源
氏氏氏
歴歴歴
史史史
講講講
座座座』』』

参
加
者

募

集

テ
ー
マ

｢

美
濃
の
中
世
と
土
岐
氏｣

瑞浪陶磁資料館

������������������
と き ５月２日 (日)

◎午前10時より 除幕式

◎午前11時より 野だて 大川太鼓披露

五平餅など各種バザー

ところ 陶町大川八王子神社､ 大川公民館

��������

瑞浪陶芸協会員９名の作家が ｢四季｣ を

テーマに､ 花器や鉢など､ 造形と釉薬・図

柄で各々の内に秘めた春夏秋冬を表現して

います｡

●
第
四
回

８
月
14
日�『２代光行と３代光貞

の
発
展』

●
第
五
回

９
月
４
日�『

多
治
見
国
長
と
正
中
の
変
の
真
相』

●
第
六
回

11
月
20
日�『室町幕府初代美濃守

護
と
な
っ

た
頼
貞』

●
第
七
回

12
月
４
日�『２代守護頼遠とバ

サ
ラ
の
世

界』

以
降
14
回
ま
で
継
続
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先(

会
員
制)

美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

井
澤�
６
８－

３
１
４
２

◇
講
師

谷
口
研
語
先
生

(

法
政
大
学
兼
任
講
師)

◇
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

◇
会
場

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

話
は
分
か
り
や
す
く
時
代
順
に
ゆ
っ

く
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
一
回

５
月
15
日�『土岐氏の時代概説』●

第
二
回

６
月
５
日�『清和源氏から土岐

氏
へ』

●
第
三
回

７
月
10
日�『初代光衡、鎌倉幕

府
の
御
家

人
と
な
る』

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
急
成
長
を
続

け
て
き
た
美
濃
焼
業
界
で
す
が
、
明
治
14
、
15
年
頃

か
ら
国
内
は
大
不
況
と
な
り
、
美
濃
焼
業
界
も
例
外

で
は
な
く
、
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
不
況
は
窯
業
界
に
大
き
な
反
省
を
促
し
、
技

術
の
研
究
や
製
品
の
改
良
が
行
わ
れ
、
20
年
代
か
ら
、

そ
の
製
品
は
海
外
で
も
評
価
さ
れ
始
め
、
業
界
も
海

外
へ
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
輸
出
用
製
品
が
盛

ん
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

輸
出
用
の
製
品
に
は
、
ス
ー
プ
皿
、
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ

ト
、
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

上
の
写
真
は
明
治
40
年
代
に
陶
町
で
生
産
さ
れ
た
輸

出
製
品
の
一
つ
で
す
。

４
月
18
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
、
日
吉
町
深
沢
貴
船
神
社
の
社
務

所
に
て
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
獅
子

舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
元
禄
年
間

に
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
た
め
に
奉

納
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
獅
子
舞
は
、

現
在
で
は
町
内
安
全
・
豊
作
祈
願
の

祭
り
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
深
沢
獅
子
舞
保
存
会

に
よ
り

｢

悪
魔
払
い
三
ッ
唄｣

が
上

演
さ
れ
、
雌
獅
子
と
伝
え
ら
れ
る
獅

子
が
笛
・
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
、

た
お
や
か
に
舞
い
踊
り
、
大
勢
の
観

客
た
ち
は
う
っ
と
り
と
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。



(単位：円､ ％)

６

医医医
療療療
費費費
受受受
給給給
者者者
証証証
ををを

送送送
付付付
ししし
ままま
すすす

平成11年度市単独乳幼児医療費受給者証の
資格有効期限と送付年月

平平平
成成成
６６６
年年年
６６６
月月月
１１１
日日日
以以以
降降降
ににに
生生生
ままま
れれれ
たたた
幼幼幼
児児児
ののの
父父父
母母母
さささ
んんん
へへへ

����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
誕 生 年 月 資格有効期限 送 付 年 月

平成６年６月生～

平成８年５月生 満５歳になる誕生
月の末日まで

平成11年５月

平成８年６月生～

平成９年３月生

平成11年６月から
誕生月に合わせて
随時送付��������� 管財課�内線３２４

団地名 所在地 形 式 構 造 募集数 家 賃

下 山 田 山田町 ２ＤＫ
簡平ＰＣ造 ２

入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収
入
・
住
宅

の
規
模
・
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。

簡２ＰＣ造 １２

名 滝 土岐町
２ＤＫ

簡２ＰＣ造
１

３ＤＫ ３
鶴 城 土岐町 ２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 ８

竜 吟 釜戸町
２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ６

３ＤＫ
簡 平 Ｂ 造 １
簡２ＰＣ造 ２

公文垣内 釜戸町 ２ＤＫ
簡 平 Ｂ 造 ８
簡平ＰＣ造 ９

日 吉 日吉町 ２ＤＫ 簡２ＰＣ造 １
応募資格 ◆市内に３カ月以上住所または勤務地があり､

かつ､ 市税を滞納していない方
◆現に同居または同居しようとする親族があ
り､ 世帯を構成する方
※単身で入居できる場合もあります｡
◆現に住宅に困窮し､ 収入基準に適合する方

応募期間 ５月６日�から５月２０日�まで
平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成
111111111111111111111111111111111111
年年年年年年年年年年年年年年年年年年
地地地地地地地地地地地地地地地地地地
価価価価価価価価価価価価価価価価価価
公公公公公公公公公公公公公公公公公公
示示示示示示示示示示示示示示示示示示

��������番 号 標準地の所在 11年価格
(10年価格)

対前年
変動率

瑞浪-1
(住宅地) 一色町１丁目87番地 75,600

(79,400) － 4.8

瑞浪-2
(住宅地)

土岐町字寺屋敷
985番地27

42,500
(選定替)

瑞浪-3
(住宅地)

西小田町４丁目
32番地

64,400
(67,200) － 4.2

瑞浪-5-1
(商業地)

寺河戸町字佃
1137番地11

182,000
(196,000) － 7.1

瑞浪-5-2
(商業地)

土岐町字下川原
108番地12ほか

99,700
(106,000) － 5.9

���������

地価公示は､ 国土庁の土地鑑定委員会が地点 (標準
地) を選定し､ 不動産鑑定士による鑑定評価を基に､
毎年１月１日時点における１平方メートル当たりの正
常な価格を判定し､ 公示するものです｡
地価公示は､ 一般の土地取引価格の指標のほか､ 公

共用地の取得価格や国土利用計画法の価格審査の基準
としての役割を担っています｡
瑞浪市には､ ５カ所の標準地が設定されています｡

◎照会先＝情報推進課 �内線３３６
日
頃
よ
り
、
赤
十
字
活
動
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
有
り
ま
す
が
、
本
年
も

『

す

べ
て
の
人
々
に
人
間
の
尊
厳
を』

を

国
際
標
語
に
、
５
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
一
カ
月
間
を

｢

赤
十
字
社
員

増
強
運
動
月
間｣

と
定
め
全
国
一
斉

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
活
動
を
更
に
充
実
す
る
た

め
広
く
市
民
の
方
々
に
赤
十
字
精
神

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
事
業
に
対
す

る
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。記

一
般
社
資

世
帯
当
り
４
３
０
円

納
入
期
限

平
成
11
年
６
月
末
日

納
入
場
所

各
地
区
の
区
長
会
で

取
り
ま
と
め
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ福

祉
課�
内
線
１
０
２

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

助
成
範
囲
は
、
３
歳
未
満
児
と
同

じ
く
、
所
得
制
限
な
し
で
入
院
・
外

来
と
も
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
及

び
入
院
時
の
食
事
標
準
負
担
額
が
無

料
と
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
次
の
と
お
り
前
も
っ

て
医
療
費
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
岐
阜
県
内
の
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証

(

又
は
組
合
員
証)

と
と
も
に
、
こ
の

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
は
、
現
在
０

歳
か
ら
３
歳
未
満
児
ま
で
を
対
象
に
、

２
分
の
１
の
県
費
補
助
を
受
け
て
医

療
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
の
市
条
例
改
正
に
よ

り
、
６
月
か
ら
２
歳
引
上
げ
５
歳
未

満
児
ま
で
市
費
単
独
の
助
成
が
受
け

������������������������相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。
相
談
日
は
、
こ
の
広
報
の

お
知
ら
せ
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

証
を
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
受
給
者
証
と
合
わ
せ
て

送
付
す
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

�
内
線
１
１
３



７

������������������������������������������������������ ���������������
��������

〇
第
一
分
団

部
長
＝
伊
東
好
文
、
奥
村

功
、

班
長
＝
永
井
達
樹
、
酒
井
正
裕
、

成
瀬
賢
二
、
佐
々
木
康
治
、
水
野

秀
伸

団
員
＝
森
本
英
明
、
加
知
洋
一
、

水
野
裕
士
、
岩
島
典
男
、
工
藤

直
人
、
三
浦
孝
典
、
森

健
一
、

有
賀
英
雄
、
片
山
正
英
、
白
澤

秀
樹
、
池
戸
正
彦
、
山
内
邦
彦
、

早
瀬
智
明

〇
第
二
分
団

分
団
長
＝
大
山
文
成

部
長
＝
土
屋
憲
和
、
安
藤
和
徳

班
長
＝
小
栗

裕
、
小
栗
一
好
、

渡
辺
芳
夫
、
工
藤
政
秀
、
纐
纈

貴
久
、
古
田
義
智

団
員
＝
小
栗
邦
夫
、
林

三
郎
、

伊
藤
太
郎
、
工
藤
年
政
、
小
木
曽

正
浩

〇
第
三
分
団

部
長
＝
溝
口
高
宏
、
河
野
幸
政
、

柘
植

巧

班
長
＝
保
母
浩
孝
、
山
路

勉
、

土
本
圭
三
、
倉
本
康
司

団
員
＝
中
島
秀
則
、
酒
井
智
浩
、

横
山
隆
久
、
足
立

博
、
水
野

吉
衛
、
安
藤
克
史
、
安
田
年
克

〇
第
四
分
団

分
団
長
＝
奥
村
巧
次

部
長
＝
小
栗
義
朗
、
井
箟
久
長
、

和
田

孝

班
長
＝
足
立
健
二
、
真
野
孝
一
郎
、

小
栗
直
紀

団
員
＝
大
島
宣
浩
、
伊
藤
国
生
、

後
藤
剛
宏

〇
第
五
分
団

分
団
長
＝
小
木
曽

斎

団
員
＝
三
宅
祐
二
、
新
田
真
一
、

大
島
宏
至
、
西
尾

直
、
西
尾

勝
利
、
羽
柴
憲
生
、
羽
柴
隆
光
、

永
井
昭
幸

〇
音
楽
隊

団
員
＝
山
田
恭
子
、
三
輪
裕
実
、

土
屋
奈
美
、
和
田
淳
子
、
長
谷
川

孝
子
、
佐
藤
優
子

〇
団
本
部

分
団
長
＝
大
山
一
男

副
分
団
長
＝
山
田
桂
三
、
小
木
曽

幸
弘

〇
第
一
分
団

部
長
＝
余
語
栄
一

班
長
＝
中
山
稔
浩
、
豊
崎
正
人
、

中
里
建
史
、
愛
知
廉
三

〇
第
二
分
団

班
長
＝
水
野
浩
二
、
小
栗

浩
、

鈴
木
晋
、小
栗
敏
美
、長
谷
川
和
文

〇
第
三
分
団

部
長
＝
藤
田
隆
治
、
有
我
光
広
、

林

幸
弘
、

班
長
＝
佐
々
木

真
、
河
野
文
隆
、

足
立
親
則
、
桐
井

繁
、
小
出

宏
富
美

〇
第
四
分
団

部
長
＝
沢
井
高
峰

班
長
＝
和
田
建
司
、
澤
井
裕
志
、

小
木
曽
栄
一
、
中
山
智
雄

〇
第
五
分
団

分
団
長
＝
小
木
曽
隆
己

〇
音
楽
隊

副
団
長
＝
加
藤
博
一

分
団
長
＝
安
藤
午
一

副
分
団
長
＝
安
藤
伸
啓

部
長
＝
可
知
更
一

班
長
＝
奥
村
か
お
る

〇
第
一
分
団

班
長
＝
伊
藤
孝
夫

団
員
＝
溝
口

功
、
赤
坂
直
哉
、

土
屋

剛
、
早
瀬

徹
、
山
内

隆
宗
、
水
野
大
輔
、
後
藤
哲
臣
、

春
日
井
佑
介
、
山
内
勝
幸
、
伊
藤

嘉
朗
、
日
比
野

浩
、
林

謙
次
、

有
賀
大
輔

〇
第
二
分
団

分
団
長
＝
熊
谷
隆
男

部
長
＝
小
栗
深
雪
、
小
栗
智
幸

班
長
＝
小
栗
昭
二

団
員
＝
安
藤
大
樹
、
小
栗
政
昭
、

安
藤
浩
士
、
小
栗
準
也
、
近
藤

裕
久
、
大
塚
栄
作
、
真
鍋
嘉
孝
、

堀
部
博
明
、
纐
纈
琢
磨

〇
第
三
分
団

団
員
＝
溝
口
博
士
、
小
川
勝
彦
、

井
上

明
、
堀
田
清
彦
、
熊
谷

時
人
、
廣
瀬
雅
裕
、
鍋
谷
志
郎
、

山
路
邦
夫
、
板
頭

誠
、
足
立

昌
隆
、
足
立
寛
聡
、
柴
山
陽
一
郎
、

浅
井

慎
司
、
赤
岩
佳
一
朗
、

三
輪

功
、
長
谷
川
正
文

〇
第
四
分
団

分
団
長
＝�
木
正
光

部
長
＝
山
口
健
治
、
伊
藤
知
康

団
員
＝
長
井
良
生
、
工
藤
雄
一
、

長
江
将
由
、
木
村
亮
、
須
藤
智
也
、

鵜
飼
宗
稔
、
岩
島
広
明
、
加
納

広
正
、
浜
島
年
伸
、
熊
沢
博
隆

〇
第
五
分
団

副
分
団
長
＝
小
木
曽
博
文

団
員
＝
高
木
慎
治
、
伊
藤
智
則
、

市
川
佳
宏
、
小
木
曽
益
之
、
岩
崎

琢
也
、
東
川

猛
、
松
ノ
木
啓
司

〇
音
楽
隊

団
員
＝
橋
本
芳
彦
、
西
尾
品
美
、

西
尾
智
博
、
安
藤

綾
、
宮
地

あ
す
香

平
成
11
年
度
の
瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式
が
４
月
４
日
、
樽
の
上

野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
市
消
防
団
は
、
総
勢
四
百
二

十
七
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
努
め
ら
れ
退
団
さ
れ

た
七
十
三
名
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

辞
令
を
受
け
た
方
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略)
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踏切でない所の
線路の横断は
やめましょう！

危険物取扱者試験
のお知らせ

青年海外協力隊､
日系社会青年
ボランティア募集中

狂犬病予防注射(追加分)のお知らせ

期 日 実 施 場 所 時 間

５月31日 (月)

日吉コミニュティーセンター ９時50分～10時20分

釜戸コミュニティーセンター 10時40分～11時10分

稲津コミニュティーセンター 11時30分～12時00分

陶 産 業 セ ン タ ー 13時30分～14時00分

保 健 セ ン タ ー 14時30分～15時30分

ＴＹＫ優秀絵画展 公募のお知らせ
株式会社ＴＹＫは､ 平成８年に創業50周年記念事業の一環として､ 東濃地

域及び隣接地域在住画家の創作活動を支援するとともに､ 地域文化の高揚に

貢献することを目的に ｢ＴＹＫ絵画大賞｣ を制定しました｡

平成１１年度からは選考対象を広げ､ ｢ＴＹＫ優秀絵画展｣ (公募展) を

開催しますので､ 奮ってご応募ください｡

《公募規定》

◎作品内容 絵画 (油彩・水彩) 版画､ 題材は自由､ 未発表作品であること

作品サイズ ５０号から１５０号まで

◎応募資格 東濃地域 (可児市､ 可児郡を含む) に居住している､ 或い

は

地域内事業所に勤務している満６５歳 (平成11年１月１日現在)

未満の人

◎出品申込 平成11年７月１日 (木) から９月20日 (月) まで

◎審 査 ＴＹＫ優秀絵画作品選考委員会 (水野一好ほか)

◎授 賞 大賞 １点 賞金１００万円

準大賞 ３点 賞金各１０万円 佳作賞 若干 賞金各５万円

※大賞は賞金提供の形で作品を買い取りさせて頂き､ 後日､ 地方公共団体に

寄贈し､ 地域住民の方々に鑑賞していただけるようにします｡

◇問い合わせ・申込先＝㈱ＴＹＫ人事部内 絵画展事務局 �２２－８１５１
自衛官募集

���������
最近､ 踏切設備のない線路を横断

しようとして､ 死傷事故を起こす例

が多くみられます｡ 市内にも踏切以

外で線路横断をしている箇所があり

ます｡ 決まりを守って踏切のある所

を横断し､ 事故のないように注意し

ましょう｡

甲種・乙種全類・丙種の危険物取

扱者試験が､ 次とおり開催されます｡

◆試験期日＝６月27日�
◆会 場＝多治見工業高等学校

◆願書受付期間

＝５月６日�から５月14日�まで
※問い合わせ・申込先＝消防本部

予防課危険物係 �６８－２００１
４月に引き続き､ 狂犬病予防注射 (追加分) を次のとおり実施します｡

当日は､ ４月１日に送付したハガキと愛犬手帳を持参してください｡

◎一頭当たりの金額

新規の場合…６, ０７０円 登録済の場合…３, ０７０円

お出かけ前には犬の排尿と排便を済ませ､ 首輪を締め直してください｡

※問い合わせ＝環境課 �内線４９０
防衛庁では､ 自衛隊一般・技術幹

部候補生の募集を行っています｡

◆応募資格＝日本国籍を有する22歳

(平成12年４月１日現在) 以上26

歳未満で､ 大学卒業程度の学力を

有する方｡ 大学院修士課程修了者

(見込み) は28歳未満｡

◆受付＝５月14日�まで
◆第１次試験＝５月29日�
(飛行要員は29日�・30日�)

※問い合わせ＝自衛隊多治見事務所�２２－６０２４

国際協力事業団が開発途上国への

援助の一環として､ 実施している国

の事業です｡

開発途上国の人々の新しい国づく

りのためにあなたの可能性を試して

みませんか｡

◎青年海外協力隊の派遣職種

土木建築から教育､ スポ－ツなど

約１４０職種､ 約８００名を募集｡

◎日系社会青年ボランティアの派遣

職種と地域

農林水産から医療福祉分野まで､

約５０名を募集｡

派遣地域は､ 中南米地域の日系人

社会｡

いづれも派遣期間は原則２年間｡

現地生活費､ 往復航空運賃等､

必要経費は国際協力事業団が負担し

ます｡

◆応募方法＝願書を５月31日�まで
に事務局に提出

◆応募資格＝満20歳～満39歳までの

日本国籍をもつ方

◆選考試験＝一次…筆記試験 (技術

・英語・適性テスト)

二次…面接と健康診断

※問い合わせ

＝国際協力事業団東海支部

０５２－２２１－７１０３

インターネットアドレス

http://www.jica.go.jp/index-j.html
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○市県民税 (特別徴収)
４月分 ５月10日�

○軽自動車税
定期分 ５月31日�

○国民健康保険料
５月分 ５月31日�

○国民年金保険料
５月分 ５月31日�

○水道料金・下水道使用料
４月分 ５月31日�

９

INFORMATION

森林の立木伐採届は､
市役所農林課へ

住宅修繕相談
都市計画課 �内線２４７

行政相談
市民課 �内線１０５

高年齢者職業相談室
商工課 �内線４８１

人権・法律相談
市民課 �内線１０５

心配ごと相談
社会福祉協議会 �68－4148結婚相談

市民課 �内線１０５
トレーニング講習会身体障害者相談

福祉課 �内線１０３
(お詫びと訂正)

広報みずなみ９６８号 (４月15日)
の２ページ５段の公平委員会委員桑原
幸雄氏を公平委員会委員桑原幸男氏に
訂正し､ 謹んでお詫び申し上げます｡

移動家庭児童相談
福祉課 �内線１０４

労働保険料の申告と
納付はお早めに

無料税務相談
税務課 �内線１２０

● 斎場のお休み●
自動車税の納期限は
５月３１日�です

問い合わせ

東濃県税事務所�２３－１１１１教育相談
学校教育課 �内線４８８ ●休場日

５月９日�・19日�・25日�
31日�・６月６日�

●問い合わせ

市民課 �内線１０５

��������
●日時…５月20日� 10時～15時

●場所…ハートピア

●日時…５月12日�・19日�・
23日� 10時～16時

●場所…ハートピア 相談室

●日時…５月７日�・17日�・
28日� ９時～12時

●場所…市役所 市民相談室

●陶児童館

…５月12日� 10時～12時
●稲津コミュニティーセンター

…５月12日� 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…５月19日� 10時～12時
●日吉コミュニティーセンター

…５月19日� 13時30分～15時30分

●日時…５月20日� 10時～15時

●場所…市役所 市民相談室

●日時…５月６日�・12日�・
19日�・26日�
13時～17時

●場所…市役所 市民相談室

●日時…５月18日� 10時～15時

●場所…市役所 市民相談室

●日時…毎週火・木・金曜日

(祝日を除く) ９時～16時

●場所…ハートピア 相談室

●日時…５月６日�・10日�・
17日�・24日�・31日�
10時～15時

●場所…ハートピア 相談室

◆一般対象〈高校生～〉

６月11日� 18時

６月19日� 13時30分～

６月27日� 13時30分～

◆問い合わせ・申込先

市民体育館 �６８－０７４７
事業主の皆さまへ､ 労働保険の平

成10年度確定保険料と平成11年度概

算保険料の申告・納付手続きは､ お

すみになりましたでしょうか｡

申告・納付期限は５月20日です｡

期限までに正しく申告納付を終えて

いただきますようお願いいたします｡

問い合わせ＝岐阜労働基準局�０５８－２４５－８１０５

森林を伐採しようとするときは､

事前に ｢届出等｣ が必要です｡

従来は ｢県｣ へ届け出ていただい

ておりましたが､ 法改正により平成

11年４月１日から市役所へ届け出る

よう変更となりました｡

なお､ ｢保安林｣ などの立木伐採

については､ 従来どおり ｢県｣ への

許可申請又は届出が必要です｡

◎立木伐採の届出

提 出 先：市役所農林課

提出時期：伐採を開始する日の90

日から30日前まで

注意事項：伐採後､ 土地の改変を

する面積が１ヘクター

ルを超える場合は､ 県

知事の開発許可申請が

必要｡

◎保安林内の立木伐採の許可申請又

は届出は土岐県事務所林務課へ

※問い合わせ 農林課 �内線４７４
●日時…５月10日� 10時～15時

●場所…ハートピア 相談室
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��������������� 〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健診・相談名 実施日 受付時間 対 象 者 そ の 他

１歳６カ月児健康診査
５月14日� 12時30分までに

お集りください｡
平成９年11月生まれの男児 母子健康手帳をご持参ください｡

保護者の歯科検診も同時に実施します｡５月21日� 平成９年11月生まれの女児

６ カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 ５月11日� ９時30分

～９時45分 平成10年11月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください｡

12 カ 月 児 健 康 相 談 ５月18日� ９時30分～11時 平成10年５月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください｡

中期・後期離乳食相談 ５月19日� 13時30分～15時 生後７カ月以降の乳児 電話などでの予約が必要です｡

２歳６カ月児歯みがき教室 ５月10日�
９時～11時

平成８年11月生まれの子 フッ素塗布､ 歯の汚れ検査があります｡
※汚れてもいい服装でおいでください｡
※母子健康手帳､ 使用中の歯ブラシ､
コップをご持参ください｡

３歳児歯みがき教室 ５月13日� 平成８年３月生まれの子

３歳６カ月児歯みがき教室 ５月20日� 平成７年11月生まれの子

現在､ 痴ほう老人の数は､ 65歳以上の人口の６％を超

え､ 80歳以上では５人に１人の人が痴ほうの疑いがある

とされています｡ 痴ほう性老人の増加は､ 介護者をも巻

き込む社会問題として注目されています｡

痴ほうは､ 専門医の診察・治療や周りの人の接し方に

よって症状が改善することもあります｡

高齢だから仕方がないとあきらめたり､ 誰にも相談で

きずにお困りの方はいませんか｡

老人性痴ほう症相談を下記の日程で開催しますのでお

気軽にご相談ください｡ 家族の方のみお出かけいただい

ても結構です｡ なお､ 電話などでの予約が必要です｡

記

◎日 時 平成１１年５月１１日 (火)

受付時間 １３：００～１４：００

◎場 所 保健センター

◎内 容 物忘れが激しい､ 物を盗られたと騒ぐ､

興奮しやすくなった､ 徘徊､ 昼夜逆転

自分がどこにいるのか分からない､ 不

潔行為などでお困りの方や､ 接し方､

介護方法などの相談

◎担当医師 大湫病院医師

◎予 約 先 保健センター

健康維持には１日に１万歩は歩くのが良いとされてい

ますが､ 現代人の多くは歩き足りないといわれています｡

毎日､ 機会をみつけて積極的に歩きましょう｡

エレベーターなどはなるべく使わず階段を使う､ 近所

なら車を使わず歩いていくなど､ 日常生活の中で意識し

て歩くようにしましょう｡

◎歩くテクニック
◇少し速めでリズミカルに

◇体が上下左右に揺れないように

◇あごを引き､ 前を向いて

◇背筋を伸ばし姿勢正しく

◇腕を大きく振りながら

◇腹部をひき締める

◇膝を伸ばし歩幅を広く

◇かかとから着地

いつも献血に温かいご協力を頂きありがとうございま

す｡ 平成10年度瑞浪市では､ 全血献血については1,216

人､ 成分献血については143人の方にご協力頂きました｡

平成11年４月より､ 献血可能な年齢が全血献血につき､

現行の64歳から69歳に引き上げられました｡ さらに多く

の方にご協力をお願いしたいと思います｡ (65歳以上70

歳未満の方については､ 60歳から64歳までの間に献血さ

れたことがある方に限らせていただきます)

〈次回の献血 (200・400�) のお知らせ〉
日 時＝５月７日� 10時～11時

場 所＝瑞浪市役所

問い合わせ＝保健センター

５月12日・19日・26日 ６月２日・９日
９時30分までに保健センタ－にお集まりください｡

＊印鑑をご持参ください｡

＊初妊婦の方は交付後30分程度のお話があります｡


